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漢
文
資
料
の
解
読
方
法
に
つ
い
て

南
田
　
潤

Field		　
Reports

3は
じ
め
に

　

私
が
所
属
し
て
お
り
ま
す
「
平
野
歴
史
民
俗
研
究
会
」
は
、
中
世
以

来
自
治
都
市
と
し
て
栄
え
、近
世
在
郷
町
と
し
て
著
名
な
「
平
野
郷
（
大

阪
市
平
野
区
）」
の
歴
史
を
、
活
字
史
料
を
主
に
用
い
て
研
究
し
て
い

ま
す
。

　

活
字
史
料
の
中
に
は
時
折
漢
文
の
資
料
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
が
、「
書

き
手
の
思
い
」が
込
め
ら
れ
た
漢
文
を
解
読
す
る
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
。

　

本
稿
で
は
、
二
〇
二
〇
（
令
和
二
）
年
の
「
第
十
九
回
歴
史
文
化
を

め
ぐ
る
地
域
連
携
協
議
会
」
に
て
、
活
動
報
告
を
し
た
際
に
紹
介
さ
せ

て
頂
い
た
漢
文
資
料
「
三
輪
執
斎
、
土
橋
友
直
の
帰
郷
を
送
る
文
」
の

解
読
方
法
に
つ
い
て
、
よ
り
詳
し
く
書
か
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

僭
越
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
皆
様
の
研
究
活
動
の
一
助
に
な
れ
ば
幸

甚
で
あ
り
ま
す
。

一
　
漢
文
を
読
む
に
は

　

漢
文
を
読
む
時
は
、知
ら
な
い
漢
字
を
辞
書
で
調
べ
る
「
意
味
調
べ
」

を
し
て
読
む
も
の
、と
思
っ
て
お
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。私
も
そ
う
思
っ

て
お
り
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
違
う
の
で
す
。
出
典
を
調
べ
な
が
ら
読

む
「
出
典
調
べ
」
が
何
よ
り
重
要
で
す
。
こ
れ
か
ら
、
そ
の
こ
と
に
つ

い
て
説
明
致
し
ま
す
。

（
一
）
漢
文
の
書
き
手
と
読
み
手

　

漢
文
を
自
由
に
書
い
た
り
読
ん
だ
り
す
る
人
達
と
は
、
中
国
古
典
に

精
通
し
た
人
達
の
こ
と
で
す
。
本
場
中
国
な
ら「
士
大
夫
」と
い
う「
科

挙
」
を
受
験
す
る
よ
う
な
官
職
が
あ
る
人
で
す
。
日
本
で
は
、
武
士
や

儒
学
者
な
ど
漢
文
教
育
を
受
け
た
知
識
人
で
す
。
そ
の
よ
う
な
人
達
は
、

経
書
と
そ
の
伝
統
的
な
注
釈
書
、
さ
ら
に
歴
史
書
や
諸
子
百
家
の
書
物
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な
ど
を
全
て
暗
記
し
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
書
き
手
と
な
っ
て
漢
文
を
書
く
時
は
、
暗
記
し
て
い
る
書

物
を
出
典
と
し
て
そ
の
中
か
ら
、
自
分
の
伝
え
た
い
内
容
に
合
う
語
句

を
選
ん
で
文
章
を
作
っ
て
い
き
ま
す
。

　

逆
に
読
み
手
と
な
っ
た
場
合
も
暗
記
し
て
い
る
書
物
の
情
報
を
基
に

読
み
解
い
て
い
き
ま
す
。

　

例
え
ば
、「
不
惑
」
と
い
う
言
葉
を
見
つ
け
た
場
合
、こ
れ
は
『
論
語
』

と
い
う
書
物
が
出
典
で
、
そ
の
為
政
第
二
篇
の
「
子
曰
、
吾
十
有
五
而

志
于
学
、
三
十
而
立
、
四
十
而
不
惑
、
五
十
而
知
天
命
、
六
十
而
耳
順
、

七
十
而
従
心
所
欲
、
不
踰
矩
」（
子
曰
く
、
吾
れ
十
有
五
に
し
て
学
に

志
す
、
三
十
に
し
て
立
つ
、
四
十
に
し
て
惑
わ
ず
、
五
十
に
し
て
天
命

を
知
る
、
六
十
に
し
て
耳
に
順
ご
う
、
七
十
に
し
て
心
の
欲
っ
す
る
所

に
従
っ
て
矩
を
踰
え
ず
）
と
い
う
一
節
に
あ
る
「
四
十
而
不
惑
」
な
の

で
、「
不
惑
」
の
意
味
は
「
惑
う
こ
と
が
な
い
」
で
は
な
く
、「
四
十
歳
」

と
い
う
意
味
で
あ
る
、
と
い
う
の
が
解
る
の
で
す
。

（
二
）
語
句
の
意
味
を
決
め
る
に
は
「
出
典
」「
用
例
」
を
見
る
こ
と

　

漢
文
を
読
む
時
に
語
句
の
意
味
を
決
め
る
に
は
、
順
番
が
あ
り
ま
す
。

第
一
に
、「
出
典
」
の
あ
る
語
句
は
、「
出
典
」
で
あ
る
書
物
の
中
で
の

意
味
と
、
そ
の
書
物
の
伝
統
的
な
注
釈
書
に
書
か
れ
て
い
る
意
味
で
決

め
ま
す
。

　

第
二
に
、「
用
例
」
の
あ
る
語
句
は
、
前
後
の
意
味
か
ら
推
測
し
ま
す
。

辞
書
に
「
用
例
」
の
意
味
が
書
い
て
あ
っ
て
も
、
必
ず
用
例
の
文
章
を

見
て
み
な
い
と
読
み
誤
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

第
三
に
、「
出
典
」
も
「
用
例
」
も
な
い
語
句
は
、
辞
書
に
よ
る
基

本
的
な
漢
字
の
意
味
と
前
後
の
文
脈
で
考
え
ま
す
。

（
三
）「
出
典
」
と
「
用
例
」
の
違
い

　
「
出
典
」
と
「
用
例
」
の
違
い
に
つ
い
て
は
、
明
確
な
線
引
き
の
定

義
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
私
が
教
え
て
も
ら
っ
た
こ
と
を
少
し
お
話
さ
せ

て
頂
き
ま
す
。

　

そ
れ
は
、
あ
る
言
葉
を
見
た
ら
、
中
国
古
典
に
精
通
し
た
人
が
、

「
あ
っ
、
こ
の
言
葉
は
こ
の
書
物
に
基
づ
く
」
と
、
百
人
に
聞
い
た
ら
、

百
人
が
百
人
と
も
同
じ
こ
と
言
う
の
が
「
出
典
」
と
言
え
ま
す
。
漢
文

の
教
育
を
受
け
た
人
な
ら
誰
で
も
知
っ
て
い
る
書
物
で
す
。　

　

基
本
的
に
は
、経
書
な
ら
「
十
三
経
」
で
す
。「
十
三
経
」
と
は
『
易

経
』『
書
経
』『
詩
経
』『
周し

ゅ
ら
い禮
』『
儀ぎ

ら
い禮
』『
禮ら

い
き記
』『
春
秋
左
氏
伝
』『
春

秋
公く

よ
う羊

伝
』『
春
秋
穀こ

く
り
ょ
う梁

伝
』『
論
語
』『
孝
経
』『
爾じ

が雅
』『
孟
子
』
で
す
。

　

ま
た
そ
れ
ぞ
れ
に
、
伝
統
的
な
注
釈
書
が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
『
論

語
』
の
注
釈
書
に
は
、『
論
語
集し

っ
か
い解
』
と
い
う
、
三
国
時
代
の
魏
の
何か

晏あ
ん

の
編
纂
で
、
漢
・
魏
時
代
の
学
者
に
よ
る
註
釈
説
を
ま
と
め
た
も
の

が
あ
り
ま
す
。

　

ち
な
み
に
、
経
書
と
言
え
ば
「
四
書
五
経
」
が
思
い
浮
か
び
ま
す
が
、

「
四
書
」
は
『
大
学
』『
論
語
』『
孟
子
』『
中
庸
』
で
、
儒
学
の
入
門
書
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で
す
。「
五
経
」
は
『
易
経
』『
書
経
』『
詩
経
』『
礼
』『
春
秋
』
で
す
。

　

歴
史
書
な
ら
『
史
記
』『
漢
書
』
な
ど
で
す
。
ま
た
、
諸
子
百
家
の

書
物
な
ら
『
老
子
』『
荘
子
』『
荀
子
』『
菅
子
』
な
ど
の
極
め
て
有
名

な
古
典
で
す
。

　
「
用
例
」
と
は
、
書
物
に
そ
の
言
葉
が
実
際
に
使
わ
れ
て
い
る
例
で

す
が
、
そ
の
書
物
は
「
出
典
」
の
よ
う
な
誰
も
が
知
っ
て
い
る
有
名
な

古
典
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、「
出
典
」
と
は
言
え
な
い
も
の
で
す
。

（
四
）「
出
典
調
べ
」
が
、
書
き
手
と
の
「
意
識
の
共
有
」
に

　

こ
の
よ
う
な
「
中
国
古
典
に
精
通
し
た
人
達
」
が
出
典
に
基
づ
い
て

書
か
れ
た
漢
文
を
、
私
達
の
よ
う
に
中
国
古
典
を
暗
記
し
て
い
な
い
者

が
読
む
た
め
に
は
、
知
ら
な
い
漢
字
を
辞
書
で
調
べ
る
「
意
味
調
べ
」

で
は
な
く
、
出
典
と
な
る
書
物
を
し
ら
べ
、
そ
の
内
容
を
読
み
、
そ
の

出
典
の
中
で
用
い
ら
れ
て
い
る
言
葉
の
意
味
を
知
る
「
出
典
調
べ
」
を

し
な
け
れ
ば
、
書
き
手
と
の
「
意
識
の
共
有
」
が
出
来
な
い
の
で
す
。

　

譬
え
て
言
う
な
ら
、
漢
文
自
体
は
「
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版
」
又
は
「
目

次
」
に
近
い
も
の
で
す
。

　
「
出
典
調
べ
」
で
、
語
句
の
意
味
を
知
る
だ
け
で
な
く
、
そ
の
背
景

に
あ
る
物
語
や
思
想
を
知
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
そ
こ
で
よ
う
や
く
書

き
手
と
の
「
意
識
の
共
有
」
が
出
来
る
の
で
す
。

二
　
三
輪
執
斎
「
土
橋
友
直
の
帰
郷
を
送
る
文
」
の
解
読

（
一
）
原
文

　

梅
溪
昇
・
脇
田
修
編
、『
平
野
含
翠
堂
史
料
』
清
文
堂
出
版
、昭
和
四
八
年
（
二
五
九

頁
よ
り
）

　
　
　

送
土
橋
丈
帰
南
摂
序　

　
　

友
人
土
橋
友
直
游
学
於
京
師
、
今
茲
十
一
月
将
帰
郷
里
、
謂
予
曰

責
善
朋
友
之
任
也
、
且
禮
曰
贈
人
以
物
不
若
贈
人
以
言
、
吾
子
今

将
贈
予
以
何
言
也
、
予
曰
甚
哉
吾
子
之
欲
聞
言
、
是
昔
人
所
以
為

難
也
、
吾
聞
之
曰
身
自
厚
而
薄
責
人
、
又
曰
有
諸
己
而
後
責
於
人
、

予
性
偏
急
、
嘗
無
一
善
之
得
、
而
惟
人
之
責
辨
侫
捷
給
以
文
己
之

過
憸
功
窺
察
以
発
人
之
私
拒
言
遂
非
招
害
結
怨
蕩
々
不
知
帰
者
多

年
矣
、
一
旦
有
観
於
此
訓
、
然
後
以
是
省
之
於
己
、
則
昏
愚
之
資

悖
妄
之
学
将
愧
怍
之
不
勝
、
而
何
暇
以
責
吾
子
之
所
未
及
哉
、
雖

然
吾
子
其
能
以
予
為
戒
則
此
言
也
不
亦
足
以
為
贈
乎
遂
書

　
　

元
禄
癸
未
仲
冬
日　
　

三
輪
希
賢
序
（
印
）　

　

こ
の
漢
文
資
料
は
、
元
禄
十
六
年
（
一
七
〇
三
）
十
一
月
に
、
土
橋

友
直
（
十
八
歳
）
が
、
三
年
間
に
及
ぶ
京
都
で
の
遊
学
を
終
え
て
、
郷

里
の
大
坂
平
野
郷
へ
帰
郷
す
る
際
に
、
十
七
歳
年
上
で
、
当
時
三
十
五
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歳
の
三
輪
執
斎
か
ら
友
直
へ
贈
ら
れ
た
文
で
す
。　

（
二
）
三
輪
執
斎
と
土
橋
友
直
の
略
歴

◆
は
三
輪
執
斎
に
つ
い
て

　
（
高
瀬
武
次
郎
『
三
輪
執
齋
』
三
輪
繫
蔵
発
行
、
大
正
一
三
年
、
一
〇
～
四
二
頁
、

二
四
九
～
二
五
六
頁
を
参
考
に
）

◇
は
土
橋
友
直
に
つ
い
て

　
（
含
翠
堂
顕
彰
会
編
集
『
含
翠
堂
』
平
野
戸
主
会
発
行
、
昭
和
六
十
年
、
九
頁
を

参
考
に
）

◆
寛
文
九
年
（
一
六
六
九
）
京
都
綾
小
路
に
生
ま
れ
る
。

◇
貞
享
三
年
（
一
六
八
六
）
和
泉
国
貝
塚
で
薬
商
を
営
む
利
斎
（
三
宅

氏
）
孫
左
衛
門
友
正
の
次
男
と
し
て
生
れ
る
。

◆
貞
享
四
年
（
一
六
八
七
）
一
九
歳
、
江
戸
の
朱
子
学
者
、
佐
藤
直
方

（
山
崎
闇
斎
の
弟
子
）
の
門
下
生
に
な
る
。

◆
元
禄
三
年
（
一
六
九
〇
）
二
二
歳
、師
匠
佐
藤
直
方
の
命
に
よ
り
『
小

学
』
の
講
義
を
す
る
。
ま
た
、
直
方
の
推
挙
で
上
野
国
厩
橋
藩
酒
井

侯
か
ら
学
資
と
し
て
、
俸
米
十
口
と
邸
舎
内
に
居
宅
を
賜
る
。
そ
の

後
、直
方
の
代
わ
り
と
し
て
、諸
侯
数
家
に
招
請
せ
ら
れ
講
義
を
す
る
。

◆
元
禄
八
年
（
一
六
九
五
）
二
七
歳
、
朱
子
学
に
批
判
的
な
陽
明
学
に

傾
倒
し
た
た
め
、
佐
藤
直
方
門
下
を
破
門
と
な
る
。
酒
井
侯
か
ら
の

禄
を
辞
す
る
。

◆
元
禄
一
〇
年
（
一
六
九
七
）
二
九
歳
、
江
戸
か
ら
京
に
帰
り
、
陽
明

学
研
究
に
励
む
。

◇
元
禄
一
〇
年
（
一
六
九
七
）
一
二
歳
、
摂
津
国
平
野
郷
の
七し

ち
み
ょ
う
け

名
家
の

一
軒
で
あ
る
、
三
上
家
の
養
子
と
な
る
。
七
名
家
と
は
平
野
郷
の
七

軒
の
指
導
者
的
立
場
の
家
柄
。　

　
　

そ
の
後
、
三
上
家
の
娘
で
二
歳
年
下
の
「
と
よ
」
と
結
婚
し
、
同

じ
く
七
名
家
で
後
継
ぎ
が
絶
え
て
い
た
、
土
橋
家
（
薬
種
商
）
を
、

夫
婦
揃
っ
て
継
ぐ
。

◇
元
禄
一
四
年
（
一
七
〇
一
）
一
六
歳
、
京
都
に
三
年
間
の
遊
学
に
。

和
歌
を
河
瀬
菅
雄
に
学
ぶ
。
河
瀬
門
下
の
三
輪
執
斎
に
知
り
合
う
。

◇
元
禄
一
六
年
（
一
七
〇
三
）
一
八
歳
、
八
月
、
儒
学
を
伊
藤
仁
斎
の

「
古
義
堂
」
で
学
ぶ
。
一
一
月
、
平
野
に
帰
郷
す
る
。

◆
正
徳
二
年
（
一
七
一
二
）
四
四
歳
、
京
都
所
司
代
・
丹
波
篠
山
藩
主

松
平
信
庸
の
支
援
を
得
て
、
陽
明
学
の
基
本
書
で
あ
る
『
伝
習
録
』

の
注
釈
書
『
標
註
伝
習
録
』
を
完
成
さ
せ
る
。

◆
享
保
元
年
（
一
七
一
六
）
四
八
歳
、
京
か
ら
江
戸
へ
移
る
。
そ
し
て

学
塾
「
明
倫
堂
」
を
創
設
し
、
陽
明
学
を
講
ず
。

◇
享
保
二
年
（
一
七
一
七
）
三
二
歳
、同
志
と
共
に
『
含
翠
堂
』
を
設
立
。

◇
享
保
十
二
年
（
一
七
二
七
）
一
〇
月
歿
す
、
享
年
四
二
歳
。

◆
享
保
一
四
（
一
七
二
九
）
六
一
歳
、
江
戸
よ
り
再
び
京
へ
戻
る
。

◆
寛
保
四
年
（
一
七
四
四
）
一
月
歿
す
。
享
年
七
六
歳
。

（
三
）
解
読
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原
文
を
太
字
で
分
割
表
記
し
、《
》
に
そ
の
訓
読
、
出
典
の
あ
る
語

句
を
①
〜
⑳
で
示
し
ま
し
た
。
出
典
の
内
容
を
考
慮
し
た
上
で
の
現
代

語
訳
を
【
訳
】
と
し
ま
し
た
。

送
土
橋
丈
帰
南
摂
序

《
土
橋
丈
の
南
摂
に
帰
る
を
送
る
の
序
》

　
　

三
輪
執
斎
は
、
自
分
よ
り
十
七
歳
年
下
の
友
直
に
、「
丈
」
の
尊

称
を
使
っ
て
い
ま
す
。
こ
こ
に
、
友
直
に
対
す
る
尊
敬
と
愛
情
を
感

じ
ま
す
。

　
【
訳
】

　
　

我
が
親
愛
か
つ
尊
敬
す
る
土
橋
殿
が
摂
津
国
の
南
に
帰
る
に
あ

た
っ
て
の
激
励
文

友
人
土
橋
友
直
游
学
於
京
師
、
今
茲
十
一
月
将
帰
郷
里
。

《
友
人
土
橋
友
直
は
京
師
に
游
学
し
、
今
茲
十
一
月
将
に
郷
里
に
帰
ら

ん
と
す
》

　
【
訳
】

　
　

友
人
で
あ
る
土
橋
友
直
は
京
の
都
で
游
学
し
て
い
た
が
、
今
年
の

十
一
月
に
郷
里
へ
帰
る
こ
と
に
な
っ
た
。

謂
予
曰
①
責
善
朋
友
之
任
也
、
且
禮
曰
②
贈
人
以
物
、
不
若
贈
人
以
言
、

吾
子
今
将
贈
予
以
何
言
也
、

《
予わ

れ

に
謂
い
て
曰
く
『
善
を
責
む
る
は
朋
友
の
任
な
り
』
且
つ
礼
に
曰

く
『
人
に
贈
る
に
物
を
以
て
す
る
は
、
人
に
贈
る
に
言
を
以
て
す
る
に

若し

か
ず
』
吾ご

し子
今
将
に
何
れ
の
言
を
以
て
予
に
贈
ら
ん
と
す
る
か
》

　
　
「
謂
予
曰
」
以
下
か
ら
は
、
友
直
が
執
斎
に
対
し
て
発
言
し
た
内

容
で
す
。
三
年
間
の
京
都
遊
学
で
、
沢
山
の
事
を
学
ん
だ
友
直
は
、

覚
え
た
て
の
漢
文
の
熟
語
を
駆
使
し
て
、
執
斎
に
言
う
の
で
し
た
。

　
　

①
「
責
善
朋
友
之
任
也
」
の
出
典
は
『
孟
子
』
の
離
婁
章
句
下
篇

の
「
責
善
朋
友
之
道
也
」
で
す
。「
任
」
で
は
な
く
「
道
」
と
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
若
干
の
文
字
の
違
い
は
あ
り
ま
す
。
訓

読
は
「
善
を
責せ

む
る
は
朋ほ

う
ゆ
う友

の
道
な
り
」
と
な
り
、
意
味
は
「『
善

を
行
え
』
と
責
め
合
う
の
は
、
友
人
間
で
の
あ
る
べ
き
正
し
い
姿
で

あ
る
」
と
な
り
ま
す
。

　
　

も
う
一
つ
参
考
に
し
た
と
思
わ
れ
る
書
物
が
あ
り
ま
す
。
友
直
が

京
都
で
伊
藤
仁
斎
の
私
塾
「
古
義
堂
」
に
通
っ
た
際
に
勉
強
し
た
テ

キ
ス
ト
で
『
童ど

う
じ
も
ん

子
問
』
と
い
う
書
物
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
弟
子
が

師
匠
に
尋
ね
る
問
答
形
式
で
、
入
門
者
向
け
の
も
の
で
す
。　

　
　

友
直
は
中
巻
か
ら
始
め
た
そ
う
で
す
が
、
そ
の
中
巻
に
あ
る
一
文

に
「
責
善
」
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。「
問
朋
友
之
義
。
曰
、
朋
友
有

輔
仁
責
善
之
道
」
と
あ
り
、
訓
読
は
「
朋
友
の
義
を
問
う
。
曰
く
、

朋
友
に
は
仁
を
輔た

す

け
善
を
責
む
る
の
道
あ
り
」
と
な
り
、意
味
は
「
先

生
に
お
尋
ね
し
ま
す
『
朋
友
』
の
あ
る
べ
き
姿
と
は
ど
ん
な
も
の
で

し
ょ
う
か
」
の
問
い
に
、仁
斎
先
生
が
答
え
て
「
朋
友
に
は
『
論
語
』
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の
顔
淵
第
十
二
篇
の
『
以
友
輔
仁
（
友
を
以
っ
て
仁
を
た
す
く
）』

と
『
孟
子
』
離
婁
章
句
下
篇
の
『
責
善
』
と
い
う
道
が
あ
る
」
と
な

り
ま
す
。
友
直
は
、
早
速
こ
の
「
責
善
」
を
執
斎
に
対
し
て
実
践
し

て
い
ま
す
。

　
　

②
「
贈
人
以
物
、不
若
贈
人
以
言
」
の
出
典
は
『
晏あ

ん
し子

春
秋
』
で
す
。

『
晏
子
春
秋
』
と
い
う
書
物
は
、
春
秋
時
代
の
斉
国
の
霊
公
・
荘
公
・

景
公
の
三
代
の
主
君
に
仕
え
た
名
宰
相
・
晏あ

ん
え
い嬰

の
言
行
録
で
す
。
戒

め
や
政
治
問
題
に
つ
い
て
の
普
遍
的
な
内
容
は
、
乱
世
を
生
き
抜
い

た
が
故
の
興
味
深
い
も
の
で
す
。

　
　

そ
の
巻
五
内
篇
雑
篇
上
に
「
君
子
贈
人
以
軒
，
不
若
以
言
」
と
あ

り
、
訓
読
は
「
君
子
人
に
贈
る
に
軒く

る
まを

以
て
す
る
は
、
言
を
以
て
す

る
に
若し

か
ず
」
で
す
。
意
味
は
、
こ
の
一
文
だ
け
で
は
な
く
、
一
節

全
体
の
内
容
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
孔
子
の
弟
子
の
曽
子
が
、
斉
国
を

離
れ
よ
う
と
し
た
時
、晏
子
（
晏
嬰
）
が
見
送
っ
て
言
い
ま
す
。「
君

子
と
し
て
は
人
に
車
を
贈
る
よ
り
、
言
葉
を
贈
る
方
が
良
い
、
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
曽
子
さ
ん
、
あ
な
た
に
は
言
葉
を
贈
り
ま
し
ょ
う

か
、そ
れ
と
も
車
が
良
い
で
す
か
」
と
聞
い
た
と
こ
ろ
、曽
子
は
「
お

言
葉
を
お
願
い
し
ま
す
」
と
答
え
ま
し
た
。
そ
こ
で
晏
子
は
、
君
子

の
心
得
を
い
く
つ
も
の
例
え
話
に
し
て
贈
っ
た
、
と
い
う
お
話
し
で

す
。

　
　

こ
の
話
は
、
そ
の
後
も
複
数
の
書
物
に
、
よ
く
似
た
内
容
が
登
場

し
ま
す
。『
荀
子
』
の
非
相
篇
と
大
略
篇
に
。
ま
た
『
説ぜ

い
え
ん苑

』
雑
言

第
十
七
篇
。『
孔こ
う
し
け
ご

子
家
語
』
巻
四
、六
本
第
十
五
篇
な
ど
で
す
。
以
上

の
こ
と
か
ら
、
こ
の
一
節
は
、
旅
立
つ
人
へ
の
贈
る
言
葉
と
し
て
有

名
な
故
事
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
【
訳
】

　
　

友
直
さ
ん
が
私
に
言
っ
た
の
で
し
た
。

　
「
責
善
は
朋
友
の
任
な
り
」
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
「
相

手
に
善
い
行
い
す
る
よ
う
に
お
互
い
に
責
め
合
う
こ
と
は
友
人
同
士

の
務
め
」
と
い
う
こ
と
で
す
よ
ね
。
ま
た
見
送
る
人
の
礼
儀
と
し
て
、

「
人
に
贈
る
に
物
を
以
て
す
る
は
、
人
に
贈
る
に
言
を
以
て
す
る
に

若し

か
ず
」
と
い
う
言
葉
が
あ
り
「
人
に
対
し
て
ど
ん
な
良
い
物
品
を

贈
る
こ
と
よ
り
も
、
有
益
な
言
葉
を
贈
る
こ
と
に
は
か
な
わ
な
い
」

と
い
う
こ
と
で
す
よ
ね
。

　
　

私
は
、
年
上
の
友
人
で
あ
る
あ
な
た
に
「
善
を
行
え
」
と
責
め
ま

し
ょ
う
。
別
れ
に
際
し
て
、
私
に
ど
ん
な
言
葉
を
贈
っ
て
下
さ
る
の

で
し
ょ
う
か
。

予
曰
③
甚
哉
吾
子
之
欲
聞
言
、
是
昔
人
所
以
為
難
也
、

《
予
曰
く
、
甚は

な
はだ

し
い
哉か

な

吾
子
の
言
を
聞
か
ん
と
欲
す
る
は
、
こ
れ
昔

人
の
以
て
難
し
と
為
す
所
な
り
》

　
　

友
直
の
発
言
を
聞
い
た
三
輪
執
斎
が
、
思
わ
ず
口
か
ら
出
た
言
葉

は
、
贈
る
言
葉
よ
り
先
に
、「
甚
哉
」
と
い
っ
た
驚
き
と
感
心
で
し
た
。

　
　

③
「
甚
哉
」
の
出
典
は
『
孝
経
』
三
才
章
の
「
曽
子
曰
、
甚
哉
、
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孝
之
大
也
」
で
す
。
訓
読
は
「
曽
子
曰
く
、
甚
哉
、
孝
の
大
な
る
や
」

と
な
り
、
意
味
は
「
曽
先
生
が
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
な
ん
と
も
す

ご
い
も
の
で
す
ね
、
親
孝
行
の
道
と
い
う
も
の
は
」
と
な
り
ま
す
。

　
【
訳
】

　
　

君
が
『
孟
子
』
と
『
晏
子
春
秋
』
か
ら
の
語
句
を
引
用
し
て
、

は
な
む
け餞

に
物
で
は
な
く
、
良
い
言
葉
を
聞
か
せ
て
欲
し
い
と
求
め
る
と
は
、

何
と
も
大
し
た
こ
と
で
す
。
こ
れ
は
昔
の
人
で
も
な
か
な
か
で
き
る

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

吾
聞
之
曰
④
身
自
厚
、
而
薄
責
人
、
又
曰
⑤
有
諸
己
、
而
後
責
於
人
、

《
吾
こ
れ
を
聞
い
て
曰
く
、『
身
自
ら
厚
く
し
て
薄
く
人
を
責
む
』、

又
曰
く
『
諸こ

れ

を
己
に
有
し
て
後
に
人
を
責
む
。』》

　
　

し
か
し
、
執
斎
も
感
心
ば
か
り
し
て
い
る
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。

儒
学
の
経
典
の
中
か
ら
、
良
い
言
葉
を
探
し
て
、
友
直
に
贈
り
ま
す
。

　
　

④
「
身
自
厚
、
而
薄
責
人
」
の
出
典
は
『
論
語
』
衛
霊
公
第
十
五

篇
の
「
子
曰
、
躬
自
厚
、
而
薄
責
於
人
、
則
遠
怨
矣
」
で
す
。
訓
読

は
「
子
曰
く
、
身
自
ら
厚
く
し
て
、
薄
く
人
を
責
む
れ
ば
、
則
ち
怨

み
に
遠
ざ
か
る
」
と
な
り
、
意
味
は
「
孔
子
先
生
が
お
っ
し
ゃ
い
ま

し
た
。
自
分
自
身
に
対
し
て
は
反
省
も
修
養
も
出
来
る
だ
け
厚
く
し
、

周
り
の
人
々
に
対
し
て
責
め
る
こ
と
は
出
来
だ
け
薄
く
寛
容
に
す
れ

ば
、
後
悔
し
た
り
人
か
ら
怨
み
を
か
う
こ
と
は
な
い
」
と
な
り
ま
す
。

　
　

⑤
「
有
諸
己
、而
後
責
於
人
」
の
出
典
は
『
大
学
』
で
す
。『
大
学
』

と
い
う
書
物
は
、前
述
の
「
四
書
」
の
一
つ
で
す
が
、元
来
は
『
禮
記
』

の
「
大
学
篇
」
を
、
初
学
者
が
道
徳
教
育
を
学
ぶ
た
め
の
入
門
書

と
し
て
単
行
本
化
し
た
も
の
で
す
。「
慎し

ん
ど
く独
」「
明め

い
と
く徳
」
や
「
修し

ゅ
う
し
ん身・

斉せ
い
か家

・
治ち

こ
く国

・
平へ

い
て
ん
か

天
下
」
の
言
葉
の
出
典
で
す
。

　
　

そ
の
伝
第
九
章
の
「
是
故
君
子
有
諸
己
、
而
后
求
諸
人
」
と
い
う

一
文
が
あ
り
ま
す
。
訓
読
は
「
是
故
に
諸こ

れ

を
己
に
有
し
て
、
後
に
人

を
責
む
」
と
な
り
、
意
味
は
「
君
子
と
い
う
も
の
は
、
善
な
る
徳
性

を
自
ら
が
身
に
着
け
た
上
で
、
そ
の
後
初
め
て
他
者
に
対
し
て
同
じ

よ
う
な
徳
性
を
要
求
す
る
も
の
で
あ
る
」
と
な
り
ま
す
。

　
　

私
が
思
う
に
、
二
つ
の
言
葉
は
そ
れ
ぞ
れ
「
自
分
に
厳
し
く
、
他

者
に
は
甘
く
」
と
「
先
ず
は
自
ら
が
実
践
す
る
」
と
い
う
こ
と
で
す

が
、
ど
ち
ら
も
「
己
を
し
っ
か
り
磨
く
こ
と
」
が
重
要
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
こ
の
考
え
は
、
執
斎
が
研
究
し
て
い
た
「
陽
明
学
」
の

思
想
に
も
通
ず
る
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　
【
訳
】

　
　

君
の
求
め
に
応
じ
て
、
言
葉
を
贈
り
ま
し
ょ
う
。

　

ま
ず
「
身
自
ら
厚
く
し
て
薄
く
人
を
責
む
」
で
す
。
次
に
「
諸こ

れ

を
己

に
有
し
て
後
に
人
を
責
む
」
で
す
。

予
⑥
性
偏
急
、
嘗
無
⑦
一
善
之
得
、
而
惟
人
之
責
、

《
予
の
性
偏
急
に
し
て
、
嘗
て
一
善
之
を
得
る
こ
と
無
く
、
而
る
に
惟た

だ

人
に
之
を
責
め
》
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こ
こ
か
ら
は
、
執
斎
の
自
己
批
判
に
な
り
ま
す
。
自
分
が
友
直
に

対
し
て
贈
っ
た
言
葉
「
身
自
厚
而
薄
責
人
」
と
「
有
諸
己
而
後
責
於

人
」
を
実
践
す
る
か
の
よ
う
に
、
先
ず
は
自
ら
の
身
を
厳
し
く
省
み

る
の
で
す
。
そ
れ
と
同
時
に
、
出
典
の
内
容
を
読
め
ば
、
友
直
へ
の

戒
め
の
言
葉
と
い
う
側
面
も
感
じ
ら
れ
ま
す
。

　
　

⑥「
性
偏
急
」は
古
典
か
ら
で
は
な
く
、、伊
藤
仁
斎
が
書
い
た『
論

語
古
義
』
か
ら
の
引
用
で
す
。
こ
の
書
物
は
『
論
語
』
の
解
説
書
で

す
。
そ
の
中
の
衛
霊
公
第
十
五
篇
「
躬
自
厚
、
而
薄
責
於
人
」（
前

述
④
の
友
直
に
贈
っ
た
言
葉
）
の
解
説
文
に
「
昔
、
宋
呂
祖
謙
、
性

太
褊
急
」
と
い
う
一
文
が
あ
り
ま
す
。
訓
読
は
「
昔
、
宋
の
呂り

ょ
そ
け
ん

祖
謙
、

性
はは

な
は
だ

太
褊へ

ん
き
ゅ
う

急
」
と
な
り
ま
す
。

　
　

こ
れ
は
、
伊
藤
仁
斎
が
、
中
国
の
歴
史
書
『
宋
史
』
列
伝
一
九
三

儒
林
四
か
ら
引
用
し
た
呂
祖
謙
の
お
話
し
で
す
。
そ
の
内
容
は
「
昔
、

中
国
の
宋
の
時
代
、
朱
子
の
友
人
で
、
有
名
な
学
者
の
呂り

ょ
そ
け
ん

祖
謙
の
性

格
は
、大
変
度
量
が
狭
く
性
急
で
あ
り
ま
し
た
。
た
ま
た
ま
『
論
語
』

を
読
ん
で
、
こ
の
一
文
（
躬
自
厚
、
而
薄
責
於
人
）
に
行
き
当
た
り
、

深
く
自
ら
を
反
省
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
心
を
入
れ
替
え
て
寛
容
で

温
厚
柔
和
な
人
物
に
な
り
ま
し
た
。」
と
い
う
も
の
で
す
。

　
　

⑦
「
一
善
之
得
」
の
出
典
は
『
中
庸
』
第
八
章
の
「
子
曰
、
回
之

為
人
、
擇
乎
中
庸
、
得
一
善
、
則
拳
拳
服
膺
、
而
弗
失
之
矣
」
で
す
。

訓
読
は
「
子
曰
く
、
回
の
人
と
為
り
や
、
中
庸
を
択
び
、
一
善
を
得

れ
ば
、
則
ち
拳け

ん
け
ん
ふ
く
よ
う

拳
服
膺
し
て
、
之こ

れ

を
失
わ
ず
」
と
な
り
ま
す
。
意
味

に
つ
い
て
は
、
こ
の
一
文
の
第
八
章
と
、
そ
の
前
の
第
七
章
が
関
連

し
て
い
ま
す
の
で
、
両
章
を
ま
と
め
た
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

　
　

孔
子
先
生
の
最
愛
の
弟
子
で
、
徳
行
第
一
の
顔
回
の
お
話
し
で
す
。

顔
回
と
い
う
人
物
は
、「
中
庸
」
を
選
択
す
る
こ
と
が
出
来
る
能
力

を
持
っ
て
い
ま
し
た
。「
中
庸
」
と
は
、
物
事
を
偏
り
な
く
受
け
止

め
、
本
質
を
的
確
に
捉
え
る
こ
と
が
出
来
る
、
と
い
う
も
の
で
す
。

こ
れ
だ
け
で
も
、
大
変
難
し
い
こ
と
で
す
。
さ
ら
に
こ
の
能
力
「
一

善
」
を
得
た
後
の
態
度
が
、
な
か
な
か
常
人
に
真
似
出
来
な
い
も
の

で
し
た
。
あ
た
か
も
、
両
手
で
恭
し
く
捧
げ
持
つ
ぐ
ら
い
の
気
持
ち

で
、
大
事
に
し
な
が
ら
よ
く
守
り
、
失
わ
な
い
よ
う
に
細
心
の
注
意

を
払
う
、
と
い
う
も
の
で
し
た
。

　
【
訳
】

　
　

し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
立
派
な
言
葉
を
言
っ
て
い
る
私
自
身
と
い

え
ば
、
お
恥
ず
か
し
い
限
り
で
す
。「
性
偏
急
」
の
お
話
し
と
同
じ

く
、
性
格
は
度
量
が
狭
く
せ
っ
か
ち
で
す
。
ま
た
、
今
ま
で
に
「
中

庸
」
の
徳
を
身
に
つ
け
る
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
自
分
で
は
出
来
て
い
な
い
こ
と
を
、
人
に
対
し
て
は
そ
れ

を
求
め
て
し
ま
い
ま
す
。

⑧
辨
侫
⑨
捷
給
以
文
己
之
過
、

《
辨べ

ん
ね
い侫

捷し
ょ
う
き
ゅ
う

給
し
て
、
以
て
己
の
過
ち
を
文か

ざ

り
》

　
　

さ
ら
に
、
執
斎
の
自
己
へ
の
厳
し
い
目
と
、
友
直
へ
の
戒
め
の
言
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葉
は
続
き
ま
す
。

　
　

⑧
「
辨
侫
」
の
出
典
は
『
論
語
』
季
氏
第
十
六
篇
の
「
孔
子
曰
、

益
者
三
友
、
損
者
三
友
。
友
直
、
友
諒
、
友
多
聞
。
益
矣
。
友
便
辟
、

友
善
柔
、
友
便
侫
、
損
矣
」
で
す
。
訓
読
は
「
孔
子
曰
く
、
益え

き
し
ゃ
さ
ん

者
三

友ゆ
う

、
損そ

ん
し
ゃ
さ
ん
ゆ
う

者
三
友
。
直
き
を
友
と
し
、
諒り

ょ
うを

友
と
し
、
多た

ぶ
ん聞

を
友
と
す

る
は
、
益
な
り
。
便べ

ん
ぺ
き辟

を
友
と
し
、
善
柔
を
友
と
し
、
便べ

ん
ね
い侫

を
友
と

す
る
は
、
損
な
り
」
と
な
り
、
意
味
は
「
孔
子
先
生
の
お
言
葉
、
有

益
な
の
は
三
種
類
の
友
人
で
、
逆
に
損
に
な
る
の
も
三
種
類
の
友
人

で
あ
る
。
正
直
な
人
を
友
に
し
、
生
真
面
目
な
人
を
友
と
し
、
物
知

り
を
友
に
す
る
こ
と
は
、
有
益
で
あ
る
。
体
裁
屋
を
友
に
し
、
人
ざ

わ
り
が
良
い
だ
け
の
人
を
友
に
し
、
臨
機
に
お
上
手
を
言
う
人
を
友

に
す
る
こ
と
は
、
損
で
あ
る
」
と
な
り
ま
す
。

　
　

原
文
で
は
「
便
侫
」
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、『
論
語
』
の
伝
統
的

注
釈
書
で
あ
る
『
論ろ

ん
ご
し
っ
か
い

語
集
解
』
に
、「
便
」
は
「
辯
」
又
は
「
辨
」

と
同
じ
、
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
中
国
古
典
に
精
通
し
て
い
る
執
斎

で
す
の
で
、
当
然
知
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
　

ま
た
、「
益
者
三
友
」
の
筆
頭
に
「
友
直
」
が
あ
り
ま
す
が
、
こ

こ
に
も
、
執
斎
が
こ
の
語
句
を
選
ん
だ
意
図
を
感
じ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
　

⑨
「
捷
給
」
の
出
典
は
『
菅
子
』
で
す
。『
菅
子
』
と
い
う
書
物
は
、

春
秋
時
代
の
斉
国
の
名
宰
相
菅
仲
の
著
作
と
し
て
書
か
れ
た
政
治
論

集
で
す
。「
倉
廩
み
ち
て
礼
節
を
知
り
、
衣
食
足
り
て
栄
辱
を
知
る
」

と
い
う
言
葉
が
有
名
で
す
。

　
　

菅
仲
は
②
の
晏
嬰
よ
り
早
い
時
代
の
人
物
で
す
。
そ
の
大
匡
第

十
八
に
「
菅
仲
曰
、
隰
朋
聡
明
捷
給
、
可
令
為
東
国
」
の
一
文
が
あ

り
ま
す
。
訓
読
は
「
菅
仲
曰
く
、
隰

し
ゅ
う
ほ
う朋

聡
明
捷
給
な
り
、
東
国
を
為お

さ

め
し
む
る
べ
し
」
と
な
り
、
意
味
は
「
桓
公
の
質
問
に
菅
仲
が
答
え

て
言
っ
た
。
隰
朋
は
聡
明
で
応
対
が
素
早
い
人
物
で
す
。
国
の
東
部

を
治
め
さ
せ
る
の
が
よ
ろ
し
い
で
し
ょ
う
」
と
な
り
ま
す
。「
応
対

が
素
早
い
」
と
良
い
意
味
で
使
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
悪
い
意
味
の
用

例
が
あ
り
ま
す
。

　
　

歴
史
書
『
史
記
』
の
張
釋
之
列
伝
第
四
十
二
で
は
、「
豈
斅
此
嗇

夫
諜
諜
利
口
捷
給
哉
」
と
あ
り
、
訓
読
は
「
豈
に
此
の
嗇し

ょ
く
ふ夫

の
諜
諜

と
利
口
捷
給
な
る
に
学
ば
ん
や
」
で
、意
味
は
「
こ
の
下
役
人
の
喋
々

と
口
達
者
で
す
ば
し
こ
く
抜
け
目
な
い
の
を
、
ど
う
し
て
見
習
う
こ

と
が
出
来
る
で
し
ょ
う
か
」
と
、
悪
い
意
味
の
「
す
ば
し
こ
く
抜
け

目
な
い
」
と
な
り
ま
す
。

　
　

執
斎
は
『
史
記
』
を
引
用
し
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
【
訳
】

　
　

諂へ
つ
らい

上
手
の
口
八
丁
で
、
抜
け
目
な
く
、
自
分
の
過
ち
を
粉
飾
す

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
、

⑩
憸
功
⑪
窺
察
以
発
人
之
私
、

《
憸せ

ん
こ
う功
を
窺き

さ
つ察
し
て
、
以
て
人
のわ

た
く
し
私
を
発ひ

ら

き
》

　
　

⑩
「
憸
功
」
で
は
見
当
た
ら
ず
「
憸
巧
」
と
し
て
の
用
例
が
あ
り
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ま
し
た
の
で
「
巧
」
が
妥
当
と
思
わ
れ
ま
す
。
出
典
と
い
え
る
古

典
で
は
な
く
『
旧
唐
書
』
本
紀
第
二
十
下
や
『
新
唐
書
』
列
傳
第

九
十
二
に
用
例
が
あ
り
ま
し
た
。い
ず
れ
に
お
い
て
も
、「
邪
で
狡
猾
」

な
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
　

⑪
「
窺
察
」
も
古
典
で
は
な
く
、
一
六
九
五
年
刊
行
の
中
国
の

時
代
小
説
『
隋
唐
演
義
』
に
用
例
が
あ
り
ま
し
た
。
全
百
話
の
内
、

八
十
三
話
、
八
十
七
話
に
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
ど
ち
ら
に
お
い
て
も
、

「
偵
察
」
や
「
観
察
」
と
い
う
意
味
で
す
。

　
【
訳
】

　
　

下
ら
な
い
好
奇
心
で
、
人
の
行
い
を
窺
い
見
て
は
、
他
人
の
隠
し

事
を
暴あ

ば

い
て
し
ま
っ
た
り
し
ま
す
。

⑫
拒
言
遂
非
、
招
害
結
怨

《
言
を
拒こ

ば

み
非
を
遂す

す

め
、
害
を
招
き
怨
み
を
結
べ
ば
》

　
　

⑫
「
拒
言
遂
非
」
は
『
荀
子
』
巻
十
八
第
二
十
五
成せ

い
そ
う相
篇
の
「
拒

諌
飾
非
、
愚
而
上
同
、
國
必
禍
」
が
「
言
」
と
「
諫
」
で
、
若
干
の

違
い
は
あ
り
ま
す
が
、
出
典
と
し
て
妥
当
と
思
わ
れ
ま
す
。
訓
読
は

「
諫か

ん

を
拒こ

ば

み
非
を
飾か

ざ

り
，
愚
に
し
て
同
な
る
を
上と

う
とべ
ば
，
國
必
ずわ

ざ
わ
い
禍

あ
ら
ん
」
と
な
り
、
意
味
は
「
群
臣
の
諌
め
る
言
葉
に
耳
を
貸
さ
ず
、

自
分
の
悪
事
を
つ
く
ろ
い
、
付
和
雷
同
す
る
小
人
を
用
う
れ
ば
、
国

家
は
き
っ
と
災
禍
に
あ
い
ま
し
ょ
う
」
と
な
り
ま
す
。

　
　

こ
の
成
相
篇
は
、
労
働
歌
の
一
種
の
「
杵
つ
き
歌
」
の
形
式
で
、

君
子
と
臣
下
の
あ
る
べ
き
姿
や
政
治
に
関
す
る
戒
め
が
書
か
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
内
容
も
、
若
き
友
直
に
は
あ
り
が
た
い
内
容
で
す
。

　
【
訳
】

　
　

人
の
助
言
に
耳
を
貸
さ
ず
、
犯
し
た
過
ち
を
覆
い
隠
す
こ
と
で
、

さ
ら
に
悪
い
結
果
を
招
い
て
は
怨
み
を
買
い
ま
す
。

⑬
蕩
⑭々
不
知
帰
者
多
年
矣
。

《
蕩と

う
と
う蕩

と
し
て
帰
る
を
知
ら
ざ
る
者
多
年
な
り
》

　
　

⑬「
蕩
々
」の
出
典
は
、中
国
古
代
の
伝
説
王
者
の
言
行
録『
書
経
』

で
す
。
そ
の
中
の
周

し
ゅ
う
し
ょ
こ
う
は
ん

書
洪
範
第
六
の
「
無
偏
無
黨
王
道
蕩
蕩
」
で
す
。

訓
読
は
「
偏
な
く
党
な
く
王
道
蕩
蕩
た
り
」
と
な
り
、
意
味
は
「
偏

る
こ
と
な
く
、
私
党
を
く
む
こ
と
が
な
け
れ
ば
、
王
道
は
広
々
と
開

け
る
で
し
ょ
う
」
と
な
り
ま
す
。　

　
　

ま
た
、
同
じ
く
『
書
経
』
の
虞ぐ

し
ょ
ぎ
ょ
う
て
ん

書
堯
典
第
一
で
は
「
湯
湯
、
洪
水

方
割
、
蕩
蕩
、
懷
山
襄
陵
」
と
あ
り
ま
す
。
訓
読
は
「
湯

し
ょ
う
し
ょ
う

湯
と
し
て

洪
水
、
方あ

ま

ね
く
割そ

こ
ない
、
蕩
蕩
と
し
て
山
を
懷つ

つ

み
陵お

か

に
襄の

ぼ

る
」
と
な
り
、

意
味
は
「
滔
々
と
流
れ
る
大
洪
水
が
、
い
た
る
所
で
災
害
を
起
こ
し

て
い
る
。
蕩
蕩
と
激
し
い
勢
い
で
山
を
包
み
、
陸
を
越
え
て
い
く
」

と
な
り
ま
す
。

　
　

⑭
「
不
知
帰
者
」
の
出
典
は
『
荘
子
』
斉
物
論
篇
の
「
予
悪
乎
知

悪
死
之
非
弱
喪
、
而
不
知
帰
者
邪
。」
で
す
。
訓
読
は
「
予わ

れ

悪な
ん
ぞ

死
を

悪に
く

む
こ
と
の
、
弱わ

か
くし
て
喪た

び

に
さ
す
ら
い
、
帰
る
を
知
ら
ざ
る
者
に
非
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ざ
る
を
知
ら
ん
や
」
と
な
り
、
意
味
は
「
人
々
が
生
を
喜
び
死
を
憎

悪
す
る
が
、
死
と
は
人
間
が
そ
の
本
来
の
自
然
に
帰
る
こ
と
で
は
な

い
の
か
。
幼
少
の
こ
ろ
郷
里
を
離
れ
た
人
が
、
永
い
流
浪
の
生
活
の

結
果
、
帰
る
べ
き
故
郷
を
忘
れ
て
し
ま
う
、
こ
の
こ
と
と
同
じ
で
は

な
い
か
」
と
な
り
ま
す
。

　
　

斉
物
論
篇
で
は
、
天
と
地
、
自
然
や
万
物
と
人
間
に
つ
い
て
の
思

想
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　
「
蕩
々
不
知
帰
者
多
年
矣
」
と
い
う
文
で
『
書
経
』
に
よ
る
「
帝

王
学
の
教
え
」
と
『
荘
子
』
に
よ
る
「
自
然
と
人
間
と
の
関
係
」
を

伝
え
た
か
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
【
訳
】

　
　

そ
の
よ
う
な
状
態
に
呆
然
と
な
す
す
べ
が
な
い
間
に
も
、
時
は
過

ぎ
去
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
今
と
な
っ
て
は
、
人
と
し
て
本
来
の
姿

を
忘
れ
た
状
態
が
長
年
続
い
て
い
る
あ
り
さ
ま
で
す
。

一
旦
有
観
於
此
訓
、
然
後
以
是
省
之
於
己
、

《
一
旦
こ
の
訓く

ん

を
観み

て
、
然
る
後
是
を
以
て
己
に
於
い
て
之
を
省
み
る

こ
と
有
れ
ば
》

　
　

さ
ら
に
も
う
一
度
、
執
斎
は
自
ら
を
省
み
ま
し
た
。

　
【
訳
】

　
　

君
に
贈
る
二
つ
の
言
葉
「
身
自
厚
而
薄
責
人
」
と
「
有
諸
己
而
後

責
於
人
」
の
意
味
を
今
一
度
噛
み
締
め
て
み
ま
し
た
。
そ
の
上
で
、

自
分
の
行
い
を
反
省
し
て
み
た
な
ら
ば
、

則
⑮
昏
愚
之
資
、
⑯
悖
妄
之
学
、
将
⑰
愧
怍
之
⑱
不
勝
、

《
則
ち
昏こ

ん
ぐ愚

之の

し資
、悖は

い
も
う妄

之の
が
く学

は
、将
に
之
を
愧き

さ
く怍

せ
ん
と
し
て
勝た

え
ず
》

　
　

自
ら
を
省
み
た
結
果
、
こ
れ
で
も
か
、
と
い
う
ぐ
ら
い
自
分
に
厳

し
い
姿
勢
を
示
す
執
斎
の
言
葉
で
す
。

　
　

⑮
「
昏
愚
」
の
出
典
は
特
定
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
用
例
と
し

て
は
、
歴
史
書
の
『
旧
五
代
史
』
晋
書
李
従
温
傳
や
『
旧
唐
書
』
元

行
仲
傳
に
あ
り
、
何
れ
も
「
道
理
に
暗
く
愚
か
」
と
い
う
意
味
で
す
。

　
　

⑯
「
悖
妄
」
も
同
じ
く
出
典
は
特
定
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
用

例
と
し
て
『
明
史
』
列
伝
第
九
十
七
浦
鋐
傳
と
列
傳
第
百
九
十
四
張

瑞
圖
傳
に
お
い
て
「
道
理
に
反
し
た
で
た
ら
め
な
」
人
物
の
評
価
と

し
て
用
い
ら
れ
た
言
葉
で
し
た
。

　
　

⑰
「
愧
怍
」
の
出
典
は
『
孟
子
』
尽
心
章
句
上
「
仰
不
愧
於
天
、

俯
不
怍
於
人
」
で
す
。
こ
の
よ
う
に
、
熟
語
で
は
な
い
場
合
も
あ
り

ま
す
。
訓
読
は
「
仰あ

お

い
で
天
に
愧は

じ
ず
、
俯ふ

し
て
人
に
怍は

じ
ざ
る
」

と
な
り
、
意
味
は
「
仰あ

お

ぎ
見
る
よ
う
な
畏お

そ

れ
多
き
天
に
対
し
て
後
ろ

め
た
い
こ
と
が
無
く
、
地
面
を
伏
し
拝
む
よ
う
な
謙
虚
な
気
持
ち
で

人
に
接
し
恥
ず
べ
き
行
為
を
し
な
い
こ
と
」
と
な
り
ま
す
。

　
　

⑱
「
不
勝
」
の
出
典
は
『
史
記
』
項
羽
本
紀
第
七
の
「
沛
公
不
勝

桮
杓
，
不
能
辭
」
で
す
。
訓
読
は
「
沛
公
桮は

い
し
ゃ
く
杓
に
勝た

え
ず
し
て
、
辞

す
る
こ
と
能
わ
ず
」
と
な
り
、
意
味
は
「
沛
公
は
酒
の
酔
い
に
耐
え
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ら
れ
ず
、
別
れ
の
挨
拶
も
出
来
な
か
っ
た
」
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
、

有
名
な
「
鴻
門
の
会
」
の
一
節
で
す
。

　
　

執
斎
が
「
た
え
ず
」
を
「
不
耐
」
で
は
な
く
、
敢
え
て
「
不
勝
」

に
し
た
の
は
、
こ
の
名
文
を
友
直
に
示
し
た
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　
【
訳
】

　
　

自
分
の
愚
か
な
性
質
や
、
未
熟
な
学
問
を
痛
感
し
、
恥
ず
か
し
い

思
い
で
一
杯
で
す
。

而
⑲
何
暇
以
責
吾
子
之
所
未
及
哉
、

《
而
し
て
何
ぞ
以
て
吾
子
の
未
だ
及
ば
ざ
る
所
を
責
む
る
暇い

と
まあ

ら
ん
や
》

　
　

⑲
「
何
暇
」
の
出
典
は
『
春
秋
左
氏
傳
』
で
す
。
こ
の
書
物
は
春

秋
時
代
の
列
国
の
興
亡
史
で
す
が
「
人
間
を
学
ぶ
の
に
最
適
の
書
」

と
い
う
評
価
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
襄
公
三
十
一
年
に
「
若
未
甞
登
車

射
御
、
則
敗
績
厭
覆
是
懼
、
何
暇
思
獲
」
と
あ
り
ま
す
。
訓
読
は

「
若も

し
未
だ
甞
て
車
に
登の

り

て
射し

ゃ
ぎ
ょ御
せ
ず
ん
ば
、
則
ち
敗は

い
せ
き績
厭あ

ふ
ふ
く覆
を
是

れ
懼お

そ

る
、
何
ぞ
獲
る
こ
と
を
思
ふ
暇
あ
ら
ん
や
、
と
」
と
な
り
ま
す
。

　
　

こ
れ
は
、
子
産
と
い
う
有
名
な
政
治
家
で
中
国
最
初
の
成
文
法
を

制
定
し
た
人
物
の
言
葉
で
す
。
未
熟
者
を
抜
擢
し
よ
う
と
す
る
の
を

諫
め
る
の
に
、
狩
り
に
例
え
て
い
ま
す
。
意
味
は
「
狩
り
を
す
る
に

は
馬
車
に
乗
っ
て
弓
矢
を
扱
っ
て
獲
物
を
捕
ら
え
ま
す
が
、
そ
の
経

験
が
不
足
し
て
い
る
者
は
、
獲
物
を
採
り
損
な
う
失
敗
や
、
馬
車
の

転
覆
を
恐
れ
て
、
余
裕
が
な
い
」
と
な
り
ま
す
。

　
【
訳
】

　
　

君
は
「
責
善
」
で
お
互
い
に
善
を
行
う
よ
う
に
責
め
合
う
、
と
言

い
ま
す
が
、
私
の
よ
う
な
修
養
の
足
ら
な
い
人
間
が
、
ど
う
し
て
君

が
及
ば
な
い
と
こ
ろ
を
責
め
る
余
裕
な
ど
あ
る
も
の
で
し
ょ
う
か
。

そ
の
よ
う
な
暇
が
あ
れ
ば
、
自
分
を
も
っ
と
責
め
る
べ
き
な
の
で
す
。

雖
然
吾
子
其
能
以
予
為
戒
、
則
此
言
也
。

《
然し

か
りと

雖い
え
ども

吾
子
の
其
の
能
く
予
を
以
て
戒い

ま
しめ

と
為
す
、
則
ち
此
の
言

な
り
》

　
【
訳
】

　
　

そ
う
で
は
あ
り
ま
す
が
、
君
は
、
そ
の
よ
う
な
至
ら
な
い
私
を
、

反
面
教
師
と
し
て
戒
め
と
し
て
下
さ
い
。
ま
さ
に
、
こ
れ
が
君
へ
贈

る
言
葉
で
す
。

⑳
不
亦
足
以
為
贈
乎
。
遂
書
。

《
亦
以
て
贈ぞ

う

と
な
す
に
足
ら
ざ
る
や
。
遂つ

い
し
ょ書

》

　
　

⑳
「
不
亦
〜
乎
」
の
出
典
は
『
論
語
』
学
而
第
一
篇
の
冒
頭
第
一
章
、

有
名
な
「
子
曰
、
学
而
時
習
之
、
不
亦
説
乎
。
有
朋
自
遠
方
来
、
不

亦
楽
乎
。
人
不
知
而
不
慍
、
不
亦
君
子
乎
」
で
す
。
訓
読
は
「
子
曰

く
、
学
び
て
時
に
こ
れ
を
習
ふ
、
亦ま

た

説よ
ろ
こば
し
か
ら
ず
や
。
朋
あ
り
遠

方
よ
り
来
る
、
亦
楽
し
か
ら
ず
や
。
人
知
ら
ず
し
て
慍い

か

ら
ず
、
亦
君

子
な
ら
ず
や
」
と
な
り
、
意
味
は
「
孔
子
先
生
が
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
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た
。
学
問
を
し
て
機
会
が
あ
る
ご
と
に
そ
れ
を
実
習
し
て
み
る
の
は
、

嬉
し
い
こ
と
で
は
な
い
か
。
同
学
の
気
の
合
う
友
人
が
い
て
時
折
遠

方
か
ら
来
訪
し
て
く
れ
る
の
は
、
楽
し
い
こ
と
で
は
な
い
か
。
世
間

か
ら
認
め
ら
れ
な
く
て
も
腹
を
立
て
る
こ
と
な
く
励
む
、
そ
れ
で
こ

そ
君
子
で
は
な
い
か
」
と
な
り
ま
す
。

　
　

こ
の
一
節
は
、
学
問
の
喜
び
を
語
っ
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
　

執
斎
は
、
締
め
く
く
り
の
言
葉
と
し
て
、『
論
語
』
の
冒
頭
の
言

葉
で
、
学
問
の
重
要
性
を
友
直
に
伝
え
て
た
か
っ
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　
【
訳
】

　
　

別
れ
に
贈
る
言
葉
と
し
て
は
な
ん
と
十
分
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
　

以
上
、
私
の
思
い
の
す
べ
て
書
き
尽
く
し
ま
し
た
。

お
わ
り
に

　
「
微び

げ
ん
た
い
ぎ

言
大
義
」
と
い
う
四
字
熟
語
が
あ
り
ま
す
。
出
典
は
『
漢
書
』

藝
文
志
で
、
意
味
は
「
簡
潔
な
言
葉
の
中
に
、
深
い
意
味
や
道
理
が
含

ま
れ
て
い
る
こ
と
」
と
な
り
ま
す
。
ま
さ
に
、
漢
文
は
「
微
言
大
義
」

だ
と
思
い
ま
す
。

　

三
輪
執
斎
が
土
橋
友
直
に
贈
っ
た
文
は
、
僅
か
二
百
四
十
四
文
字
で

す
が
、
出
典
を
一
つ
一
つ
丁
寧
に
読
ん
で
行
く
と
、
そ
の
奥
か
ら
何
千

字
に
も
及
ぶ
物
語
が
現
れ
ま
し
た
。
そ
れ
ら
は
、
執
斎
が
全
身
全
霊
で

吟
味
し
、
若
き
友
直
の
将
来
の
為
に
と
思
っ
て
紡
い
だ
言
葉
で
し
た
。

　

津
田
秀
夫
『
近
世
民
衆
教
育
運
動
の
展
開
』（
一
九
七
八
年
、
お
茶

の
水
書
房
）
の
一
四
六
頁
か
ら
一
四
九
頁
に
か
け
て
、
こ
の
漢
文
の
紹

介
と
、
帰
郷
後
の
友
直
が
儒
学
の
勉
強
会
だ
け
で
な
く
、「
責
善
会
」

と
い
う
名
で
、
一
日
一
善
の
奨
励
活
動
も
行
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
が

書
か
れ
て
い
ま
す
。　

　

執
斎
か
ら
の
言
葉
を
胸
に
刻
ん
だ
友
直
は
、
そ
の
後
「
含
翠
堂
」
の

創
立
、
賑
恤
事
業
の
実
施
へ
と
進
ん
で
行
き
ま
し
た
。
以
後
、
平
野
郷

で
は
、
江
戸
時
代
の
数
々
の
飢
饉
に
見
舞
わ
れ
て
も
一
人
の
餓
死
者
も

出
さ
な
か
っ
た
、
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
漢
文
資
料
の
解
読
に
よ
っ
て
、
書
き
手
の
執
斎
と
読
み
手
の
友

直
の
両
者
と
の
「
意
識
の
共
有
」
を
す
る
こ
と
が
出
来
た
よ
う
に
思
い

ま
し
た
。

〈
参
考
ま
で
に
〉

出
典
の
内
容
を
い
く
つ
か
ご
紹
介
し
ま
す
。
太
字
が
原
文
、「
」
に
訓
読
、

最
後
に
【
現
代
語
訳
】
で
す
。

①
責
善
朋
友
之
任
也
の
出
典
『
孟
子
』
の
離
婁
章
句
下
篇
の
該
当
す
る

段
落
の
全
文
で
す
。

公
都
子
曰
、
匡
章
通
國
皆
稱
不
孝
焉
、
夫
子
與
之
遊
、
又
從
而
禮
貌
之
。

「
公こ

う
と
し

都
子
曰
く
、
匡

き
ょ
う
し
ょ
う
章
は
通つ

う
こ
く国
み
な
不
孝
と
称
す
る
に
、
夫ふ

う
し子
は
こ
れ
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と
遊
び
、
ま
た
従
い
て
こ
れ
を
禮れ

い
ぼ
う貌

す
」

敢
問
何
也
。
孟
子
曰
、
世
俗
所
謂
不
孝
者
五
。

「
あ
え
て
問
う
、
何な

ん

ぞ
や
。
孟
子
曰
く
、
世
俗
の
い
わ
ゆ
る
不
孝
な
る

も
の
五
つ
あ
り
」

惰
其
四
支
、
不
顧
父
母
之
養
、
一
不
孝
也
。

「
其
の
四し

し肢
を
惰

お
こ
た
らせ
て
、父
母
の
養や

し
ない
を
顧か

え
りみ
ざ
る
は
、一
の
不
孝
な
り
」

博
奕
好
飲
酒
、
不
顧
父
母
之
養
、
二
不
孝
也
。　
　
　
　

「
博ば

く
え
き奕

し
飲
酒
を
好
み
て
、
父
母
の
養や

し
ない

を
顧
み
ざ
る
は
、
二
の
不
孝

な
り
」

好
貨
財
、
私
妻
子
、
不
顧
父
母
之
養
、
三
不
孝
也
。			

「
貨
財
を
好
み
、
妻
子
を
私

わ
た
く
しし

て
、
父
母
の
養や

し
ない

を
顧
み
ざ
る
は
、
三

の
不
孝
な
り
」　

從
耳
目
之
欲
、
以
為
父
母
戮
、
四
不
孝
也
。　
　
　

		　

「
耳じ

も
く目
の
欲
を
從

ほ
し
い
ま
まに
し
て
、
以
て
父
母
の
戮

は
ず
か
し
めを
為
す
は
、
四
の
不
孝

な
り
」

好
勇
闘
很
以
危
父
母
、
五
不
孝
也
。
章
子
有
一
於
是
乎
。

「
勇
を
好
み
て
闘あ

ら
そ很
い
以
て
父
母
を
危
う
く
す
る
は
、
五
の
不
孝
な
り
。

章し
ょ
う
し子
は
是こ

れ

に
一
あ
る
か
」

夫
章
子
、
子
父
責
善
而
不
相
遇
也
。

「
か
の
章し

ょ
う
し子
は
、
子し

ふ父
善
を
責
め
て
相
遇あ

わ
ざ
る
な
り
」

責
善
朋
友
之
道
也
。
父
子
責
善
、
賊
恩
之
大
者
。　
　
　
　
　
　
　

「
善
を
責せ

む
る
は
朋ほ

う
ゆ
う友

の
道
な
り
。
父
子
善
を
責
む
る
は
、
恩
を
賊そ

こ
なう

の
大
な
る
者
な
り
」

夫
章
子
豈
不
欲
有
夫
妻
子
母
之
屬
哉
。　

			

「
か
の
章
子
豈あ

に

夫
妻
子
母
の
属
あ
る
を
欲
せ
ざ
ら
ん
や
」

為
得
罪
於
父
不
得
近
、
出
妻
屛
子
、
終
身
不
養
焉
。　
　
　
　
　
　
　

	

「
罪
を
父
に
得
て
近
づ
く
を
得
ざ
る
が
為
に
、
妻
を
出
だ
し
子
を
屏し

り
ぞけ

て
、
終
身
養
わ
れ
ず
」

其
設
心
以
為
不
若
是
、
則
罪
之
大
者
。
是
則
章
子
已
矣
。				　

「
其
の
心
を
設も

う

く
る
こ
と
以お

も為
え
ら
く
是か

く

の
若ご

と

く
な
ら
ざ
れ
ば
、
則す

な
わち

罪
の
大
な
る
者
な
り
と
。
是
れ
則
ち
章
子
の
み
と
」

　
【
現
代
語
訳
】

　

孟
子
の
門
人
、
公こ

う
と
し

都
子
が
孟
子
先
生
に
質
問
を
し
ま
し
た
。

　
「
匡

き
ょ
う
し
ょ
う
章
と
い
う
人
物
で
す
が
、親
不
孝
と
い
う
評
判
が
国
中
に
広
が
っ

て
い
ま
す
。
し
か
し
先
生
は
そ
の
よ
う
な
人
物
と
交
際
さ
れ
、
し
か
も

何
で
も
言
う
こ
と
を
聞
い
て
や
り
、
敬
意
を
払
っ
た
態
度
で
接
せ
ら
れ

て
お
り
ま
す
。

　

無
礼
を
承
知
で
お
尋
ね
申
し
ま
す
、
そ
の
理
由
を
お
伺
い
さ
せ
て
い

た
だ
け
ま
す
で
し
ょ
う
か
。」

　

そ
こ
で
孟
子
先
生
の
お
答
は
、

　
「
世
間
で
言
わ
れ
て
い
る
親
不
孝
と
は
五
つ
の
こ
と
で
あ
る
。

　

病
気
で
も
何
で
も
な
い
の
に
体
を
動
か
さ
ず
怠
け
、
父
母
へ
の
孝
養

を
し
な
い
の
が
、
第
一
の
親
不
孝
者
。

　

賭
け
事
に
う
つ
つ
を
ぬ
か
し
大
酒
を
飲
ん
で
、
父
母
へ
の
孝
養
を
し
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な
い
の
が
、
第
二
の
親
不
孝
者
。

　

守
銭
奴
で
、
自
分
の
妻
子
だ
け
を
特
別
扱
い
し
、
父
母
へ
の
孝
養
を

し
な
い
の
が
、
第
三
の
親
不
孝
者
。

　

女
遊
び
や
歌
舞
音
曲
の
道
楽
に
溺
れ
、
父
母
に
恥
を
か
か
せ
る
の
が
、

第
四
の
親
不
孝
者
。

　

誰
彼
な
し
に
突
っ
か
か
り
あ
ち
こ
ち
で
揉
め
事
ば
か
り
起
こ
し
て
は

父
母
に
ま
で
危
害
が
及
ぶ
、
第
五
の
親
不
孝
者
。

　

章し
ょ
う
し子

は
こ
の
五
つ
の
な
か
の
ど
れ
か
一
つ
に
で
も
当
て
は
ま
る
も
の

は
あ
る
だ
ろ
う
か
。

　

あ
の
章
子
は
、
親
子
の
間
で
『
善
を
行
え
』
と
お
互
い
を
責
め
合
っ

て
つ
い
に
は
仲
違
い
し
て
し
ま
っ
た
。

『
善
を
行
え
』
と
責
め
合
う
の
は
、
友
人
間
で
の
あ
る
べ
き
正
し
い
姿

で
あ
る
。
親
子
の
間
で
行
う
と
、
お
互
い
の
恩
情
を
著
し
く
傷
つ
け
て

し
ま
う
こ
と
が
あ
る
。

　

あ
の
章
子
で
も
夫
婦
親
子
が
仲
良
く
一
緒
に
暮
ら
す
こ
と
を
望
ま
な

い
こ
と
が
あ
ろ
う
か
。
父
と
の
親
子
関
係
が
絶
縁
状
態
に
陥
っ
た
が
為

に
、
自
ら
の
家
庭
も
同
じ
よ
う
に
す
べ
き
と
思
い
、
妻
や
子
供
と
縁
を

切
り
、
父
の
孤
独
と
同
じ
境
遇
に
な
り
、
一
生
一
人
寂
し
く
老
い
て
も

誰
に
も
面
倒
を
見
て
も
ら
わ
れ
ず
生
き
た
の
だ
。　
　
　
　
　
　
　

　

章
子
は
自
ら
の
心
に
鞭
打
っ
て
こ
こ
ま
で
厳
し
く
し
な
け
れ
ば
、

益
々
親
不
孝
の
罪
を
重
ね
て
し
ま
う
と
思
っ
た
の
だ
。

　

章
子
と
は
そ
の
よ
う
な
人
で
あ
る
。
だ
か
ら
付
合
い
も
す
る
し
、
尊

敬
も
す
る
の
だ
。」

②
贈
人
以
物
、
不
若
贈
人
以
言
『
晏
子
春
秋
』
巻
五
内
篇
雑
篇
上

曽
子
将
行
、
晏
子
送
之
而
贈
以
善
言
。　
　

「
曽そ

う
し子

ま
さ
に
行
か
ん
と
し
、
晏
子
之
を
送
り
て
贈
る
に
善ぜ

ん
げ
ん言

を
以
て

す
」

曽
子
将
行
、
晏
子
送
之
曰
、　　
　

「
曽
子
ま
さ
に
行
か
ん
と
す
、
晏
子
こ
れ
を
送
り
て
曰
く
」

君
子
贈
人
以
軒
、
不
若
以
言
。　

				

「
君
子
人
に
贈
る
に
軒く

る
まを

以
て
す
る
は
、言
を
以
て
す
る
に
若し

か
ず
、と
」

吾
請
以
言
之
、
以
軒
乎
。　
　
　

	　

「
吾
請
う
言
を
以
て
せ
ん
か
、
軒く

る
まを

以
て
せ
ん
か
、
と
」

曽
子
曰
、
請
以
言
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

	　

「
曽
子
曰
く
、
請
う
言
を
以
て
す
、
と
」

晏
子
曰
、
今
夫
車
輪
、
山
之
直
木
也
。					　

「
晏
子
曰
く
、
今
夫か

の
車
輪
は
、
山
の
直ち

ょ
く
ぼ
く木な
り
」

良
匠
揉
之
、
其
圓
中
規
、　　
　
　
　
　

	　
　

「
良
匠
こ
れ
を
揉た

め
、
其
の
円
な
る
こ
と
規き

に
中あ

た

り
」

雖
有
槁
暴
、
不
復
嬴
矣
。　
　
　
　
　
　
　

			
「
槁こ

う
ば
く暴

あ
り
と
い
え
ど
も
、
ま
た
嬴の

び
ず
」

故
君
子
慎
隠
揉
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

	　

「
故
に
君
子
は
隠い

ん
じ
ゅ
う揉を
慎
む
」
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和
氏
之
璧
、
井
里
之
困
也
。
良
工
修
之
、　

「
和か

し氏
之
璧へ

き

は
、
井せ

い
り里

の
困こ

ん

な
り
。
良
工
こ
れ
を
修
む
れ
ば
」

則
為
存
國
之
寶
。
故
君
子
慎
所
修
。　
　
　

「
則
ち
存ぞ

ん
こ
く國
の
寶た

か
らと
な
る
。
故
に
君
子
は
修お

さ

む
る
と
こ
ろ
を
慎
む
」

今
夫
蘭
本
、
三
年
而
成
。
湛
之
苦
酒
、　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

「
今
夫か

の
蘭ら

ん
ぽ
ん本

は
、
三
年
に
し
て
成
る
。
之
を
苦く

し
ゅ
う酒

に
湛ひ

た

せ
ば
」

則
君
子
不
近
、
庶
人
不
佩
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

「
則
ち
君
子
は
近
づ
か
ず
、
庶し

ょ
じ
ん人

は
佩お

び

ず
」

湛
之
麋
醢
、
而
賈
匹
馬
矣
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

「
之
を
に
麋び

か
い醢

に
湛ひ

た

せ
ば
、
而
ち
匹
馬
に
賈あ

た
いす

」

非
蘭
本
美
也
、
所
湛
然
也
。　

	

「
蘭
本
の
美
な
る
に
あ
ら
ず
、
湛ひ

た

す
所
然し

か

ら
し
む
る
な
り
」

願
子
之
必
求
所
湛
。　
　
　
　

	

「
願
わ
く
は
子
の
必
ず
湛ひ

た

す
所
を
求
め
よ
」

嬰
聞
之
、
君
子
居
必
擇
隣
、
游
必
就
士
。	　

「
嬰
之
を
聞
く
、
君
子
は
居き

ょ

す
れ
ば
必
ず
隣
を
擇え

ら

び
、
遊
び
て
は
必
ず

士
に
就つ

く
、
と
」

擇
居
所
以
求
士
、
求
士
所
以
辟
患
也
。　
　

	

「
居
を
擇
ぶ
は
士
を
求
む
る
所ゆ

え
ん以
な
り
、
士
を
求
む
る
は
患う

れ
ひを
避
く
る

所
以
な
り
」

嬰
聞
、
汨
常
移
質
、
習
俗
移
性
。　
　
　
　

「
嬰
聞
く
、
常じ

ょ
うを
汨み

だ

せ
ば
質し

つ

を
移
し
、
俗
に
習
え
ば
性
を
移
す
」　

不
可
不
慎
也
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

「
慎
ま
ざ
る
可
か
ら
ざ
る
な
り
」

　
【
現
代
語
訳
】

　

孔
子
の
弟
子
の
曽
子
が
斉せ

い

の
国
を
去
る
と
き
に
、
斉
の
宰さ

い
し
ょ
う相で

あ
る

晏
子
（
晏
嬰
）
が
見
送
り
善
言
を
贈
っ
た
こ
と
。

　

曽
子
が
斉
の
国
を
離
れ
よ
う
と
し
た
時
、
晏
子
が
見
送
っ
て
、「
君

子
と
し
て
は
人
に
車
を
贈
る
よ
り
、
言
葉
を
贈
る
方
が
良
い
、
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
曽
子
さ
ん
、
あ
な
た
に
は
言
葉
を
贈
り
ま
し
ょ
う
か
、

そ
れ
と
も
車
が
良
い
で
す
か
。」
と
聞
い
た
。

　

曽
子
は
言
っ
た
、「
お
言
葉
を
お
願
い
し
ま
す
。」
と
。

　

晏
子
は
言
っ
た
。「
さ
て
あ
の
車
に
付
い
て
い
る
車
輪
と
い
う
も
の
は
、

元
は
山
に
生
え
て
い
る
真
っ
直
ぐ
な
木
で
す
。
腕
の
良
い
職
人
が
こ
れ

を
矯た

め
ぎ木

の
型
に
入
れ
て
曲
げ
る
と
、ぶ
ん
ま
わ
し
（
コ
ン
パ
ス
）
に
ぴ
っ

た
り
沿
っ
た
円
と
な
り
、
天
日
に
さ
ら
さ
れ
て
乾
燥
し
て
も
、
元
の
よ

う
に
真
っ
直
ぐ
に
な
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

で
す
か
ら
、
君
子
と
い
う
も
の
は
、
自
分
に
と
っ
て
の
矯た

め
ぎ木

の
よ
う

な
、
周
り
の
環
境
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

　

和
氏
の
璧
（『
韓
非
子
』
和
氏
篇
に
あ
る
故
事
）
も
、
元
は
村
里
の

石
こ
ろ
で
し
た
。
腕
の
良
い
職
人
が
琢み

が

い
て
、
一
国
の
宝
物
と
な
っ
た

の
で
す
。

　

で
す
か
ら
、
君
子
と
い
う
も
の
は
、
注
意
深
く
自
分
を
琢み

が

く
よ
う
に

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。　
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あ
の
香
草
で
有
名
な
蘭
草
や
藁こ

う
ほ
ん本

は
、
そ
の
良
い
香
り
が
出
る
ま
で

三
年
か
か
り
ま
す
が
、
苦
酒
（
お
酢
の
こ
と
）
に
浸
せ
ば
一
瞬
で
強
烈

な
臭
い
と
な
り
、
君
子
は
近
づ
き
ま
せ
ん
、
庶
民
は
よ
く
帯
に
い
ろ
ん

な
も
の
を
く
く
り
つ
け
て
腰
に
下
げ
ま
す
が
そ
れ
も
し
ま
せ
ん
。
し
か

し
麋び

か
い醢(

鹿
肉
を
漬
け
込
む
タ
レ
）
に
浸
せ
ば
よ
い
香
り
を
発
し
、
馬

一
頭
分
ほ
ど
の
値
打
ち
に
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
は
蘭
草
や
藁
本
自
体
が
素
晴
ら
し
い
の
で
は
な
く
、
浸
し
た
も

の
が
そ
う
さ
せ
た
の
で
す
。

　

ど
う
か
あ
な
た
は
自
ら
を
染
め
て
く
れ
る
（
薫
陶
を
受
け
る
）
良
き

相
手
を
必
ず
探
し
て
下
さ
い
。

　

私
嬰
は
以
下
の
よ
う
に
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
「
君
子
は
住
ま
う
時
に
は
必
ず
隣
人
を
選
び
、
交
遊
す
る
に
は
必
ず

徳
知
に
優
れ
た
人
物
と
近
づ
き
に
な
る
も
の
だ
」
と
。

　

住
ま
い
を
選
ぶ
の
は
人
物
を
求
め
ん
が
た
め
、
人
物
を
求
め
る
の
は

禍
を
避
け
る
が
た
め
で
あ
り
ま
す
。（
出
会
う
人
、
付
合
う
人
の
影
響

は
大
き
い
）

　

さ
ら
に
私
は
こ
の
よ
う
な
こ
と
も
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。「
日

常
を
乱
せ
ば
己
の
本
質
が
変
わ
り
、
低
俗
に
慣
れ
て
し
ま
え
ば
己
の
性

格
が
変
わ
る
。」
と
。
自
分
に
影
響
を
与
え
る
周
り
の
環
境
に
は
細
心

の
ご
注
意
を
な
さ
れ
ま
す
よ
う
に
。

⑤
有
諸
己
、
而
後
責
於
人
『
大
学
』
伝
第
九
章

堯
舜
帥
天
下
以
仁
、
而
民
從
之
。　
　

「
堯

ぎ
ょ
う
し
ゅ
ん

舜
は
天
下
を
帥ひ

き
いる

に
仁
を
以
て
し
て
、
民
こ
れ
に
従
う
」

桀
紂
帥
天
下
以
暴
、
而
民
從
之
。　
　

「
桀け

つ
ち
ゅ
う紂は

天
下
を
帥ひ

き
いる

に
暴
を
以
て
し
て
、
民
こ
れ
に
従
う
」

其
所
令
反
其
所
好
、
而
民
不
從
。　
　

「
其
の
令
す
る
と
こ
ろ
其
の
好
む
と
こ
ろ
に
反そ

む

け
ば
、
民
從
わ
ず
」

是
故
君
子
有
諸
己
而
后
求
諸
人
。		　

「
是
の
故
に
君
子
は
諸こ

れ

を
己
に
有
し
て
后の

ち

に
諸こ

れ

を
人
に
求
め
」

無
諸
己
、
而
后
非
諸
人
。　
　
　
　

		

「
諸
を
己
に
無
く
し
て
、
后
に
諸
を
人
に
非ひ

す
る
」

所
蔵
乎
身
不
恕
、　　
　
　
　
　
　
　

「
身
に
蔵ぞ

う

す
る
と
こ
ろ
恕じ

ょ

な
ら
ず
し
て
」

而
能
喩
諸
人
者
、
未
之
有
也
。　

	　

	

「
能
く
諸
を
人
に
喩さ

と

す
者
は
、
未
だ
之
あ
ら
ざ
る
な
り
」

【
現
代
語
訳
】

　

古
の
聖
王
で
あ
る
堯ぎ

ょ
うと
舜し

ゅ
んが
天
下
に
率
先
し
て
思
い
や
り
の
あ
る
仁

の
政
治
を
実
践
し
た
の
で
、
そ
の
民
も
堯
舜
の
仁
政
に
従
い
、
同
じ
く

仁
を
実
践
し
た
。

　

こ
れ
に
反
し
て
夏か

の
国
王
の
桀け

つ
お
う王
、
殷
の
国
王
の
紂ち

ゅ
う
お
う王と
い
う
暴
虐

な
天
子
は
、
天
下
に
率
先
し
て
暴
虐
な
政
治
を
実
践
し
た
の
で
、
そ
の

民
も
そ
れ
に
倣
っ
て
暴
虐
な
行
い
を
し
て
い
た
。

　

桀
や
紂
が
民
に
下
す
命
令
は
、「
お
と
な
し
く
従
順
に
な
れ
」
と
い
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う
内
容
で
は
あ
る
が
、
乱
暴
な
行
動
が
好
み
の
桀
紂
の
も
と
で
、
日
々

同
じ
よ
う
な
乱
暴
な
行
動
が
身
に
つ
い
て
い
る
民
は
、
命
令
に
従
う
は

ず
も
な
い
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
を
考
え
る
と
君
子
と
い
う
も
の
は
、
善
な
る
徳
性

を
自
ら
が
身
に
着
け
た
上
で
、
そ
の
後
初
め
て
他
者
に
対
し
て
同
じ
よ

う
な
徳
性
を
要
求
す
る
も
の
で
あ
る
し
、
逆
の
邪

よ
こ
し
まな

思
い
や
欲
な
ど
の

悪
を
自
ら
が
克
服
し
た
後
に
、
初
め
て
他
者
を
非
難
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

自
ら
の
心
奥
深
く
に
、「
恕じ

ょ

の
徳
」（
他
人
に
対
す
る
誠
実
で
深
い
思

い
や
り
）
を
持
っ
て
い
な
け
れ
ば
、
人
を
諭
す
こ
と
は
出
来
な
い
。
善

を
身
に
着
け
、
悪
を
退
け
る
こ
と
を
人
に
納
得
さ
せ
、
実
行
さ
せ
る
こ

と
を
出
来
る
も
の
は
い
な
い
の
で
あ
る
。

⑫
拒
言
遂
非
、
招
害
結
怨
『
荀
子
』
巻
十
八
第
二
十
五
成
相
篇

請
成
相
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

	

「
請
う
相そ

う

を
成
さ
ん
」

世
之
殃
，
愚
闇
愚
闇
墮
賢
良
。　
　
　
　
　
　

	

「
世
の
殃

わ
ざ
わ
いは

，
愚ぐ

あ
ん
ぐ
あ
ん

闇
愚
闇
の
賢
良
を
墮や

ぶ

る
こ
と
な
り
」

人
主
無
賢
，
如
瞽
無
相
，
何
倀
倀
。　
　
　
　

	

「
人
主
に
賢
無
く
ん
ば
，
瞽こ

に
相た

す

く
る
も
の
無
き
が
如
く
，
何
ぞ
倀

ち
ょ
う
ち
ょ
う倀

た
る
」

請
布
基
，
慎
聴
之
，
愚
而
自
專
事
不
治
。		　

	

「
請
う
基
を
布
か
ん
，
慎
み
て
之
を
聴
け
、
愚
に
し
て
自
ら
專
ら
に
す

れ
ば
事
治
ら
ず
」

主
忌
苟
勝
，
群
臣
莫
諫
，
必
逢
災
。　
　
　

			

「
主
忌い

み
て
苟い

や

し
く
も
勝
た
ん
と
す
れ
ば
，
群
臣
に
も
諫い

さ

む
る
も
の
な

く
，
必
ず
災
に
逢
わ
ん
」

論
臣
過
，
反
其
施
，　　
　
　
　
　
　
　
　

	

「
臣
の
過
ち
を
論
ぜ
ん
と
す
れ
ば
，
其
の
施お

こ
ない

に
反か

え

り
み
よ
」

尊
主
安
國
尚
賢
義
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

		

「
主
を
尊た

っ
とく

し
て
國
を
安
く
せ
ん
に
は
、
賢
義
を
尚と

う
とべ

」

拒
諫
飾
非
，
愚
而
上
同
，
國
必
禍
。　
　

		　

「
諫か

ん

を
拒
み
非
を
飾か

ざ

り
，
愚
に
し
て
同
な
る
を
上と

う
とべ

ば
，
國
必
ず
禍

わ
ざ
わ
いあ

ら
ん
」

【
現
代
語
訳
】

　

君
主
と
し
て
の
要
点
を
相
の
形
で
申
し
て
み
ま
す
。
世
の
中
で
、
起

こ
る
災
い
、
馬
鹿
の
た
め
、
賢
き
者
が
、
馬
鹿
を
み
る
。
殿
さ
ま
の
、

傍
に
賢
人
な
か
り
せ
ば
、
盲
人
一
人
の
、
道
行
き
の
如
し
。
大
事
な
る
、

も
の
の
基
本
を
、
し
か
と
聞
け
、
愚
者
の
張
り
切
り
、
失
敗
の
基
。
疑

い
の
、
強
き
心
の
、
殿
な
ら
ば
、
臣
下
も
沈
黙
、
災
い
来
た
る
。
部
下

の
罪
、
咎
め
る
前
に
、
自
己
批
判
、
国
の
安
泰
、
賢
人
に
よ
る
。
部
下

か
ら
の
、
忠
告
聞
か
ず
、
誤
魔
化
し
て
、
お
調
子
者
を
、
用
う
れ
ば
、

国
の
災
い
、
免
れ
ず
。




